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令和８年度　佐賀大学２次試験前期日程 (数学問題)

理工・医・農・教育学部　令和8年2月25日

• 理工学部　 1 2 3 4 数 I・II・III・A・B・C (120分)

• 医学部　 1 3 5 6 数 I・II・III・A・B・C (120分)

• 農学部　 1 2 7 8 数 I・II・A・B・C (120分)

• 教育学部　 1 2 7 数 I・II・A・B・C (100分)

1 4点O(0, 0, 0)，A(2, 1, 0)，B(
√
5, 0,

√
11)，C(0, 0, 12

√
5)がある．点Cか

ら平面OABに垂線を下ろし，交点をHとする．
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとおくとき，

次の問に答えよ．

(1) ~aと~bのなす角を求め，4OABの面積を求めよ．

(2) ベクトル
−→
OHを s~a+ t~bと表すとき，実数 s，tの値を求めよ．さらに，点

Hの座標を求めよ．

(3) 線分CHの長さを求め，四面体OABCの体積を求めよ．

2 赤玉 2個と白玉 8個が入っている袋から，玉を 1個取り出し，色を調べてから
もとに戻す試行を繰り返す．この試行を何回か繰り返したとき，赤玉が取り出
された回数が 2以上であれば得点は 0になり，それ以外の場合であれば得点は
白玉が取り出された回数になる．次の問に答えよ．

(1) 2回試行を繰り返すとき，得点が 0にならない確率を求めよ．また，2回
試行を繰り返したときの得点が 0でないとき，もう 1回試行を行って得点
が 0にならない条件付き確率を求めよ．

(2) n回試行を繰り返したときの，得点の期待値をEnとする．Enを nを用い
て表せ．

(3) (2)のEnについて，En > En+1を満たす nについての必要十分条件を求
め，Enが最大となる nの値を求めよ．

3 関数

f(x) = 8 sin x− tanx
(
−π

2
< x <

π

2

)
について，次の問に答えよ．

(1) 曲線 y = f(x)と x軸の交点の個数を求めよ．

(2) 関数 f(x)の増減を調べ，極値をすべて求めよ．

(3) 曲線 y = f(x)と x軸で囲まれた 2つの図形の面積の和を求めよ．
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4 複素数平面上の点 zについて，複素数w = −iz2で表される点を考える．次の
問に答えよ．

(1) 点 zが iと 1 + iを通る直線上を動くとき，点wの描く図形Cを複素数平
面上に図示せよ．

(2) 点 zが原点と 2+ iを通る直線上を動くとき，点wの描く図形を `とする．
`は原点を端とする半直線であることを示せ．

(3) (1)の図形 Cと (2)の半直線 `との交点を求めよ．また，この交点におけ
るCの接線と `とのなす角を θとするとき，tan θの値を求めよ．ただし，
0 < θ <

π

2
とする．

5 赤玉 2個と白玉 8個が入っている袋から，玉を 1個取り出し，色を調べてから
もとに戻す試行を繰り返す．この試行を何回か繰り返したとき，赤玉が取り出
された回数が 2以上であれば得点は 0になり，それ以外の場合であれば得点は
白玉が取り出された回数になる．次の問に答えよ．

(1) 2回試行を繰り返すとき，得点が 0にならない確率を求めよ．また，2回
試行を繰り返したときの得点が 0でないとき，もう 1回試行を行って得点
が 0にならない条件付き確率を求めよ．

(2) n回試行を繰り返したときの，得点の期待値をEnとする．Enを nを用い
て表せ．

(3) (2)のEnが最大となる nの値を求めよ．

6 複素数平面上の点 zについて，複素数w = −iz2で表される点を考える．次の
問に答えよ．

(1) 点 zが iと 1 + iを通る直線上を動くとき，点wの描く図形Cを複素数平
面上に図示せよ．

(2) aを正の定数とし，点 zが原点と a+ iを通る直線上を動くとき，点wの
描く図形を `とする．`は原点を端とする半直線であることを示せ．

(3) (1)の図形 Cと (2)の半直線 `との交点を aを用いて表せ．また，この交
点における Cの接線と `とのなす角を θとするとき，tan θを aを用いて
表せ．ただし，0 < θ <

π

2
とする．
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7 2つの関数

f(x) = x3 − 9x2 + 26x− 24, g(x) = |(x− 1)(x− 3)|

を考える．曲線 y = f(x)の x = 3における接線を `とし，y = g(x)のグラフを
Cとする．このとき次の問に答えよ．

(1) f(2)の値を求め，f(x) = 0の解をすべて求めよ．

(2) 直線 `の方程式を求めよ．さらに，Cと直線 `の共有点の座標をすべて求
めよ．

(3) Cと直線 `で囲まれた図形のうち，`の下側にある部分の面積を求めよ．

8 関数 f(x)を

f(x) =
19x− 10

x+ 8

で定めるとき，定数α，βは，方程式 f(x) = xの解でα < βを満たすものとす
る．次の問に答えよ．

(1) α，βの値を求めよ．また，α < x < βのとき，α < f(x) < βが成り立つ
ことを示せ．

(2) 等式
f(x)− β

f(x)− α
= r

x− β

x− α

がすべての xについて成り立つような定数 rの値を求めよ．

(3)

a1 = 2, an+1 = f(an) (n = 1, 2, 3, · · · )

で数列 {an}を定め，
bn =

an − β

an − α

とおくとき，数列 {bn}および {an}の一般項を求めよ．また，

|an − β| < 1

を満たす nの範囲を求めよ．
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解答例
1 (1) ~a = (2, 1, 0)，~b = (

√
5, 0,

√
11)より |~a| =

√
5, |~b| = 4, ~a·~b = 2

√
5

~aと~bのなす角を θとすると (0 < θ < π)

cos θ =
~a·~b
|~a||~b|

=
2
√
5√

5·4
=

1

2
ゆえに θ =

π

3

したがって，4OABの面積を Sとすると

S =
1

2
|~a||~b| sin θ =

1

2
·
√
5·4 sin π

3
=

√
15

別解 ~a×~b = (
√
11,−2

√
11,−

√
5) であるから 1

S =
1

2
|~a×~b| = 1

2
·2
√
15 =

√
15

(2) ~c =
−→
OC = (0, 0, 12

√
5)とおくと ~a·~c = 0，~b·~c = 12

√
55

−→
CH =

−→
OH−

−→
OC = s~a+ t~b−~cは平面OABと垂直であるから

−→
OA·

−→
CH = ~a·(s~a+ t~b−~c) = s|~a|2 + t~a·~b− ~a·~c

= 5s+ 2
√
5t− 0 = 5s+ 2

√
5t = 0,

−→
OB·

−→
CH = ~b·(s~a+ t~b−~c) = s~a·~b+ t|~b|2 −~b·~c

= 2
√
5s+ 16t− 12

√
55 = 0

上の 2式から
√
5s+ 2t = 0,

√
5s+ 8t = 6

√
55

これを解いて s = −2
√
11, t =

√
55

−→
OH = s~a+ t~b = −2

√
11~a+

√
55~b

= −2
√
11(2, 1, 0) +

√
55(

√
5, 0,

√
11) = (

√
11,−2

√
11, 11

√
5)

よって H(
√
11,−2

√
11, 11

√
5)

別解 ~d = (~a·~b)~a− |~a|2~b とおくと ~a⊥~d，|~d|2 = |~a|2{|~a|2|~b|2 − (~a·~b)2}
~a⊥~cに注意して

−→
OH =

(~c·~d)
|~d|2

~d = −|~a|2(~b·~c)
|~d|2

~d = − (~b·~c)
|~a|2|~b|2 − (~a·~b)2

{(~a·~b)~a− |~a|2~b}

= −2
√
11~a+

√
55~b

1http://kumamoto.s12.xrea.com/N/TKdai/TKdai 2025.pdf (p.8を参照)

http://kumamoto.s12.xrea.com/N/TKdai/TKdai_2025.pdf
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(3)
−→
OC = (0, 0, 12

√
5)，

−→
OH = (

√
11,−2

√
11, 11

√
5)より

−→
CH =

−→
OH−

−→
OC = (

√
11,−2

√
11,−

√
5),

|
−→
CH| =

√
11 + 44 + 5 = 2

√
15

よって，求める体積を V とすると

V =
1

3
S|
−→
CH| = 1

3
·
√
15·2

√
15 = 10

別解 ~a×~b = (
√
11,−2

√
11,−

√
5)，~c = (0, 0, 12

√
5)より

(~a×~b)·~c = −60

よって，求める体積 V は

V =
1

6
|(~a×~b)·~c| = 1

6
| − 60| = 10

�

2 (1) 1回の試行で赤玉，白玉を取り出す確率はそれぞれ
1

5
,
4

5
2回試行を繰り返し，得点が 0にならない事象をAとすると，得点が 0と
なる事象Aの確率，すなわち，2回とも赤玉を取り出す確率は

P (A) =

(
1

5

)2

=
1

25

よって P (A) = 1− P (A) = 1− 1

25
=

24

25

(i) 2回目の試行で得点 0が確定する確率は P (A) =
1

25

(ii) 3回目の試行で得点 0が確定する確率は 2C1·
1

5
·4
5
× 1

5
=

8

125

3回試行を繰り返し，得点が 0にならない事象をBとする．

P (B)は (i)と (ii)の余事象の確率であるから

P (B) = 1−
(

1

25
+

8

125

)
=

112

125

求める条件付き確率は，B ⊂ Aに注意して

PA(B) =
P (A ∩B)

P (A)
=

P (B)

P (A)
=

112

125

/
24

25
=

14

15
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(2) n = 1のとき E1 = 0·1
5
+ 1·4

5
=

4

5

n = 2のとき，得点Xは 0, n− 1, n

P (X = n− 1) = nCn−1

(
4

5

)n−1

·1
5
=

4n−1n

5n
,

P (X = n) =

(
4

5

)n

=
4n

5n

期待値Enは

En = 0× P (X = 0) + (n− 1)P (X = n− 1) + nP (X = n)

= (n− 1)× 4n−1n

5n
+ n× 4n

5n
=

n(n+ 3)4n−1

5n

上式は，n = 1のときも成立するから En =
n(n + 3)4n−1

5n

(3) (2)の結果から

En

En+1

− 1 =
n(n+ 3)4n−1

5n

/
(n+ 1)(n+ 4)4n

5n+1
− 1

=
5n(n+ 3)

4(n+ 1)(n+ 4)
− 1 =

n2 − 5n− 16

4(n+ 1)(n+ 4)

=
(n− 5

2
)2 − 89

4

4(n+ 1)(n+ 4)
=

(2n− 5)2 − 89

16(n+ 1)(n+ 4)

2n− 5は奇数であるから (2n− 5 = −3)，上式より

En > En+1 ⇐⇒ En

En+1

− 1 > 0 ⇐⇒ 2n− 5 = 11 ⇐⇒ n = 8

En 6= En+1であるから，上の同値関係により En < En+1 ⇐⇒ n 5 7

したがって E1 < E2 < · · · < E7 < E8 > E9 > · · ·

よって，Enが最大となる nは n = 8 �
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3 (1) sinx = cos x tanxであるから
(
−π

2
< x <

π

2

)
f(x) = 8 sin x− tanx = 8 cos x tanx− tanx

= 8

(
cos x− 1

8

)
tanx

方程式 cosx − 1

8
= 0の解は，区間 (−π

2
, 0)，(0, π

2
)にそれぞれ 1個ずつ

存在する．また，区間 (−π
2
, π

2
)における tan x = 0の解は x = 0

よって，f(x) = 0
(
−π

2
< x <

π

2

)
の解の個数は 3個

(2) f(x) = 8 sin x− tanxを微分すると
(
−π

2
< x <

π

2

)
f ′(x) = 8 cosx− 1

cos2 x
=

8 cos3 x− 1

cos2 x

=
(2 cosx− 1)(4 cos2 x+ 2 cosx+ 1)

cos2 x

4 cos2 x+ 2 cos x+ 1 = 3 cos2 x+ (cos x+ 1)2 > 0に注意すると，

f(x)の増減は次のとおりである．

x (−π
2
) · · · −π

3
· · · π

3
· · · (π

2
)

f ′(x) − 0 + 0 −
f(x) ↘ −3

√
3 ↗ 3

√
3 ↘

lim
x→−π

2
+0

f(x) = +∞， lim
x→π

2
−0

f(x) = −∞

よって 極小値 f

(
−
π

3

)
= −3

√
3，極大値 f

(
π

3

)
= 3

√
3

補足 f(x)は区間 (−π
2
, π

2
) で連続であるから，上の増減表をもとに f(x) = 0の

解の個数を求めることもできる．
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(3) cosα =
1

8
，α ∈

(
0,

π

2

)
とする．

f(−x) = −f(x)であるから，曲線 y = f(x)は原点に関して対称である．

曲線 y = f(x)と x軸で囲まれた部分は，下の図の斜線部分である．

その面積を Sとすると

S

2
=

∫ α

0

(8 sin x− tanx) dx

=

[
−8 cos x+ log(cos x)

]α
0

= −8 cosα + log(cosα) + 8

= −8·1
8
+ log

1

8
+ 8

= 7− 3 log 2

よって S = 14 − 6 log 2

O

y

xα

−α

π
3

−π
3

3
√
3

−3
√
3

π
2−π

2

�
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4 (1) iと 1 + iを通る直線上の点を z = s+ iとおくと (sは媒介変数)

w = −iz2 = −i(s+ i)2 = −i(s2 − 1 + 2si) = 2s+ (1− s2)i

w = x+ yiとすると x = 2s, y = 1− s2

上の 2式から sを消去すると C : y = 1− x2

4

O

y

x2−2

1

C

(2) 原点と 2 + iを通る直線上の点を z = (2 + i)tとおくと (tは媒介変数)

w = −iz2 = −i{(2 + i)t}2 = −i(3 + 4i)t2 = 4t2 − 3t2i

w = x+ yiとすると x = 4t2, y = −3t2

上の 2式から ` : y = −3

4
x (x = 0)

したがって，`は原点を端とする半直線である．
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(3) Cと `の方程式から yを消去すると

1− x2

4
= −3

4
x ゆえに (x+ 1)(x− 4) = 0

x = 0に注意して x = 4 これを `に代入して y = −3

よって，Cと `の交点は 4 − 3i

`の偏角を αとすると α = arg(4− 3i)

Cの方程式から y′ = −x

2
ゆえに x = 4のとき，y′ = −2

接線の偏角を βとすると β = arg(1− 2i)

θは，α > βに注意して

θ = α− β = arg(4− 3i)− arg(1− 2i) = arg
4− 3i

1− 2i
= arg(2 + i)

よって tan θ =
1

2

O

y

x2−2

1

C

`

5

4− 3i

β
α

θ

�

5 2 を参照． �
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6 (1) 4 (1)を参照．

(2) 原点と a+ iを通る直線上の点を z = (a+ i)tとおくと (tは媒介変数)

w = −iz2 = −i{(a+ i)t}2 = −i(a2 − 1 + 2ai)t2 = 2at2 + (1− a2)t2i

w = x+ yiとすると x = 2at2, y = (1− a2)t2

上の 2式から ` : y =
1− a2

2a
x (x = 0)

したがって，`は原点を端とする半直線である．

(3) Cと `の方程式から yを消去すると

1− x2

4
=

1− a2

2a
x ゆえに (ax+ 2)(x− 2a) = 0

a > 0, x = 0に注意して x = 2a これを `に代入して y = 1− a2

よって，Cと `の交点は 2a + (1 − a2)i

`の偏角を αとすると α = arg{2a+ (1− a2)i}

Cの方程式から y′ = −x

2
ゆえに x = 2aのとき，y′ = −a

接線の偏角を βとすると β = arg(1− ai)

α− β = arg{2a+ (1− a2)i} − arg(1− ai)

= arg
2a+ (1− a2)i

1− ai
= arg(a+ i)

a > 0より，0 < α− β <
π

2
であるから

θ = α− β = arg(a+ i) よって tan θ =
1

a

�

7 (1) f(x) = x3 − 9x2 + 26x− 24より f(2) = 0

因数定理により，f(x)は x− 2を因数にもつことに注意して

f(x) = (x− 2)(x2 − 7x+ 12) = (x− 2)(x− 3)(x− 4)

よって f(x) = 0の解は x = 2, 3, 4
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(2) f ′(x) = 3x2 − 18x+ 26より f ′(3) = −1，f(3) = 0であるから，
`は点 (3, 0)を通り，傾き−1の直線である．

y − 0 = −1(x− 3) よって ` : y = −x + 3

g(x) = |(x− 1)(x− 3)| =

{
(x− 1)(x− 3) (x 5 1, 3 5 x)

−(x− 1)(x− 3) (1 5 x 5 3)

(i) x 5 1, 3 5 xのとき，Cと `の方程式は，それぞれ{
y = (x− 1)(x− 3)

y = −x+ 3
これを解いて (x, y) = (0, 3), (3, 0)

(ii) 1 5 x 5 3のとき，Cと `の方程式は，それぞれ{
y = −(x− 1)(x− 3)

y = −x+ 3
これを解いて (x, y) = (2, 1), (3, 0)

(i)，(ii)より，求める交点は (0, 3), (2, 1), (3, 0)

(3) 求める面積は下の図の斜線部分であるから，その面積を Sとすると

S =

∫ 1

0

{(−x+ 3)− (x2 − 4x+ 3)} dx

+

∫ 2

1

{(−x+ 3)− (−x2 + 4x− 3)} dx

=

∫ 1

0

(−x2 + 3x) dx+

∫ 2

1

(x2 − 5x+ 6) dx

=

[
−x3

3
+

3

2
x2

]1
0

+

[
x3

3
− 5

2
x2 + 6x

]2
1

= 2

O

y

x

3

S

1 3

C

`

2
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別解 y = x2 − 4x+ 3と y = −x+ 3で囲まれた部分の面積を T とすると

T =

∫ 3

0

{−x+ 3− (x2 − 4x+ 3)} dx

= −
∫ 3

0

x(x− 3) dx =
1

6
·33 = 9

2

y = (x− 1)(x− 3)と x軸で囲まれた部分の面積を S1とすると

S1 = −
∫ 3

1

(x− 1)(x− 3) dx =
1

6
·(3− 1)3 =

4

3

y = −(x− 1)(x− 3)と y = −x+ 3で囲まれた部分の面積を S2とすると

S2 =

∫ 3

2

{−(x− 1)(x− 3)− (−x+ 3)} dx

= −
∫ 3

2

(x− 2)(x− 3) dx =
1

6
·(3− 2)3 =

1

6

求める面積を Sとすると，S + (S1 − S2) + S1 = T より

S = T − 2S1 + S2 =
9

2
− 2·4

3
+

1

6
= 2

O

y

x

3

S

1 3S1

S1 − S2

S2

(2, 1)

C

`

�
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8 (1) 方程式 f(x) = x · · · (∗)に f(x) =
19x− 10

x+ 8
を代入すると

19x− 10

x+ 8
= x 整理すると x2 − 11x+ 10 = 0

ゆえに (x− 1)(x− 10) = 0 これを解くと x = 1, 10

方程式 (∗)の解が α, β (α < β)であるから α = 1, β = 10

したがって f(x)− 1 =
18(x− 1)

x+ 8
, f(x)− 10 =

9(x− 10)

x+ 8
(∗∗)

上の 2式から {f(x)− 1}{f(x)− 10} =
162(x− 1)(x− 10)

(x+ 8)2

1 < x < 10 ⇐⇒ (x− 1)(x− 10) < 0

⇐⇒ {f(x)− 1}{f(x)− 10} < 0

⇐⇒ 1 < f(x) < 10

(2) (∗∗)より f(x)− 10

f(x)− 1
=

9(x− 10)

x+ 8
÷ 18(x− 1)

x+ 8
=

1

2
·x− 10

x− 1

よって r =
1

2

(3) (2)の結論に x = anを代入すると，an+1 = f(an)により

an+1 − 10

an − 1
=

1

2
·an − 10

an − 1
すなわち bn+1 =

1

2
bn

b1 =
a1 − 10

a1 − 1
=

2− 10

2− 1
= −8，{bn}は公比

1

2
の等比数列であるから

bn = −8

(
1

2

)n−1

bn =
an − 10

an − 1
であるから，(bn − 1)an = bn − 10より，bn 6= 1に注意して

an =
bn − 10

bn − 1
=

−8
(
1
2

)n−1 − 10

−8
(
1
2

)n−1 − 1
=

8 + 10·2n−1

8 + 2n−1
,

|an − 10| =
∣∣∣∣8 + 10·2n−1

8 + 2n−1
− 10

∣∣∣∣ = ∣∣∣∣ −72

8 + 2n−1

∣∣∣∣ = 72

8 + 2n−1

|an − 10| < 1のとき
72

8 + 2n−1
< 1 ゆえに 2n−1 > 26

これを解いて n > 7 すなわち n = 8 �


